
 
 
 

 
 

 右のようなチラシが、子どもの手を

通して配られたことと思います。（ま

だ、ご家庭に届いていないという方は、

すぐに学校までご連絡ください。） 

 横須賀市が、子育て世代のみなさん

に、横須賀での夏休みをより楽しくす

るために作ったものです。 

 開いてみると、近場でできる様々な

夏休みの体験が書かれています。 

 音楽あり、野球あり、パン作りあり

等々、その子の興味関心に沿って選べ

ます。JR 横須賀駅探検や横須賀芸術

劇場裏側探検ツアーなど、いつもは入

れない場所に入ることもできます。 

 まもなく、長い夏休みが始まります。学校ではできない体験ができるよう、

このチラシを活用して親子で話し合ってみてください。 

また、例年のように、夏休みの課題集も配られています。汐入の子どもたち

は、毎年、しっかりとした作品を仕上げてきます。力作ぞろいです。これも、

保護者のみなさんのご協力のおかげと感謝しています。本年度もよろしくお願

いいたします。 

 

元 気 で や り ぬ く 子  

す す ん で 学 ぶ 子  

思 い や り の あ る 子  



ハーフタイムデイ 
 ６月３０日の朝会に話すネタをインターネットで調べていて、ふと目にとま

った言葉です。１年の半分、折り返し地点ということで、このように呼ぶのだ

そうです。子どもたちにも、そのように話しました。でも、教師なので、つい

つい「１年は何日でしょう？」「３６５日のちょうど真ん中は、６月３０日では

ありません。では、何月何日でしょう？」と、問いかけました。もちろん、そ

の場ではできません。「考えて、わ

かった人は、校長室に来てくださ

い。」と言いました。 

 誰も来ないかもしれないな、と

思っていましたが、翌朝、信号で

いつものように立っていると、「先

生、昨日の問題わかったよ。」と、

３年生の男の子が声をかけてきました。その子も含めて、３人が答えを言いに

来ました。たいしたものです。 

 朝会の時に戻りますが、朝会の帰りに保健室の掲示物を見ると、以下のよう

なものが貼ってありました。初めて、聞きました。子どもたちのおかげで、い

ろいろと勉強になります。 

６月３０日は「夏越（なごし）」と呼ばれる。 

年越しというと、本来は１年間の穢
けが

れを払い、来るべき年を迎え

る準備を行う日。「夏越」も同様の意義を持っています。今年の

残り半分を無事に暮らすためには、今日は生活習慣などを見直し

てみるのがよいかもしれない。 

汐留町内で見つけたアジサイ 


